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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/25現在 

父島 

103.2/100 

母島 

95.6/100 

 

５月気象状況   （父島） 

最高気温   26.5℃ 

最低気温   15.9℃ 

平均気温   21.8℃ 

平均湿度   81％ 

月降水量  229.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（6/1）  
 

 

             2,549人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口     2,017人   478人 
 

 
 

  世帯     1,155    255 

ＮＯ．６１６ 

平成25年(2013) 

７/１(月)  

不発弾処理のお知らせ 
７月１４日午後から１５日午前まで、父島で不発弾処理を実施いたします。 

処理には万全を期しますが、より安全を確保するため、７月１４日（日）は大村地区の立入制限および住民の避難、１５日（月）は洲崎地

区への立入制限を実施いたしますので、村民の皆様のご協力をお願いいたします。 

処理日程  ７月１４日（日） 艦砲弾１発を警察署倉庫内で信管処理 

            １５日（月） 信管処理した艦砲弾１発と砲弾他４発を洲崎地区で爆破処理 

☆ 発見された不発弾については、警察署倉庫で信管処理を行い、爆発の危険をなくした上で、そのほかの不発弾と洲崎地区へ運搬し、

土中にて爆破処理を行う予定です。 

☆ 信管処理の作業中に不発弾本体が爆発する可能性も無いとはいえませんので、処理日（１４日）には、処理地点から半径１００ｍ以内

は立入禁止となり、このエリアにお住まいの方は、処理時間中は全員避難していただくことになります。避難対象地域にお住まいの

皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、安全確保のためご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

不発弾処理、および避難についてご不明な点は、総務課℡２－３１１１ までお問い合わせください 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ７月１４日（日）午後   大村地区処理避難日  

 ・図①【２頁】の太線で囲まれた部分が、午後２時１５分から午後４時までの立入禁止及び全員避難指定区域となります。 

 ・午後２時１５分までに「立入禁止および避難区域」の外へ退避してください。 

 ・午後１時３０分から地域福祉センターに一時避難所を開設します。ご利用ください。   

 ・自力で避難できない方や、避難に問題のある方は、お早めに村役場総務課までご連絡ください。 

 ・立入禁止区域周辺には、係員を配置して警戒を行いますので、指示に従ってください。 

 ・避難の際には、戸締りをお忘れなくお願いします。 

（通行規制） 

・図①【２頁】のとおり、「立入禁止および避難区域」の道路はすべて通行止めになります。 

 ７月１５日（月）午前   洲崎地区処理日  

 ・図②【３頁】の立入禁止区域が、午前８時から正午まで立入禁止となります。 

（通行規制） 

 ・「立入禁止および避難区域」の道路はすべて通行止めになります。 

※処理作業の状況により、規制の終了時間が変更することがあります。規制の解除、および延長につきましては、防災行政無線でお知

らせしますので、ご注意ください。 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

不発弾処理に伴い村営バスの運行は、次のように変更になります。 
 

 

・村営バス 

大村奥村循環線 通常どおり運行します。 

扇浦・小港線 １４日（日）午後２時４５分～午後４時３０分の間は運休となります。 

（村役場前午後1時１５分着まで運行、村役場前午後５時２０分発から運行再開） 
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不発弾処理、および避難についてご不明な点は、総務課℡２－３１１１ までお問い合わせくださ 

 

図①  大村地区 
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 進入禁止 

午前８時から正午 

不発弾 

処理現場 

 
立ち入り禁止区域 

 

 

図② 洲崎地区 
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７月２１日（日）は参議院議員選挙 

の投票日です。 

〈母島は繰上投票７月２０日（土）〉 
 

 

【選挙日程】 

≪公 示 日≫     ７月 ４日（木） 

≪繰上投票日（母島）≫  ７月２０日（土） 午前７時から午後８時まで 

≪投 票 日（父島）≫  ７月２１日（日） 午前７時から午後８時まで 

≪開 票 日≫     ７月２１日（日） 午後９時から（即日開票） 

【投 票 所】≪父島≫  小笠原村地域福祉センター   ≪母島≫  母島村民会館 

○投票所へは投票入場券を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 

 

最近、転入届を出された方や２０歳になられた方へ、あなたは有権者でしょうか？ 

  あ な た の → 平成５年７月２３日以降 → 投票できません 

 生年月日は？ → 平成５年７月２２日以前 

                              ↓ 

 
 小笠原村に住民登録 

の 届出 をしたのは 

いつですか？ 

→ 平成２５年４月３日以前 → 小笠原村で投票できます 

（村外において不在者投票される方は裏面をご覧ください） 

 

→ 平成２５年４月４日以降 → 小笠原村では投票できません（※）。 

                                                   ↓ 

（※）前住所地から投票用紙を取り寄せて小笠原村で不在者投票を行なうか、  

前住所地の投票所での投票となります。                
 

↓ 
 

前住所地から投票用紙を取り寄せて不在者投票を行う場合は、前住所地の選挙管理委員会あてに投票用紙 

の請求が必要です。７月１０日東京発のおがさわら丸で投票用紙が必ず届くようお早めに請求してくださ 

い。なお、投票は７月１６日（火）（※母島は、正午まで）までにお済ませください。 
 

 

 

 

【期日前投票について】 
 

 投票日に用事などで投票できない方は、期日前投票をご利用ください。 

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 

期日前投票所へは投票所入場券を持参してください。 
 

≪投票の対象者≫ 期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、かつ投票日当日に投 
票できない事由がある方（宣誓書の提出が必要です。） 

 

≪期日前投票所の場所および投票期間≫ 
 

父 島 ： 村 役 場 ７月５日（金）～７月２０日（土） 午前８時３０分 ～ 午後８時００分 
           ※なお、７月１４日（日）のみ、父島は地域福祉センター２階会議室で実施しま 

す。この日は村役場で期日前投票を実施しませんので、ご注意ください。 
 

母 島 ： 母 島 支 所 ７月５日（金）～７月１９日（金） 午前８時３０分 ～ 午後６時００分 

【小笠原村以外の区市町村で不在者投票される方へ】 
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【投票用紙等の請求について】 
 

７月５日（金）まで に村役場総務課または母島支所で不在者投票の投票用紙の請求を行ってください。 

（所定の請求書に必要事項を記入して提出してください。） 

郵送で請求される場合は、７月１０日（水）東京発のおがさわら丸に間に合うよう、余裕を持って請求してく

ださい。 

請求いただいた投票用紙は、滞在先に郵送されます。請求の時期が遅くなると、投票用紙が滞在先に届くのも 

遅くなり、投票できる期間が限られてしまいますので、請求はお早めにお済ませください。 
 

投票用紙がお手元に到着したら、本人が速やかに滞在先の市町村選挙管理委員会(指定病院(※)に入院の方は

入院先の病院長等）に持参し、係員の指示に従って投票してください。 

不在者投票は、７月５日（金）から、行うことができます。   

 

 投票した投票用紙は、不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村へ送致されます。 
次の船便に郵送で間に合うように余裕を持ってお済ませください。 

 ７月１９日（金）東京発の おがさわら丸  

 この便より後になりますと、投票用紙の到着が開票に間に合わず、投票が無効になってしまうことが見込まれ

ますので、ご注意ください。 
 

※指定病院について ： 入院されている病院が、不在者投票を行うことができる施設であることを所在地の選挙

管理委員会が定めている病院のことをいいます。詳しくは入院されている病院にご確認ください。 
 

 

 

【父島～母島間で、７月３日（水）以降 転居された方の投票について】 
 

 父島 → 母島へ転居された方 ： ７月２１日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
 

（７月1９日(金)までに母島において、期日前投票を行うこともできます。） 
 

母島 → 父島へ転居された方 ： ７月２０日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
 

（７月２０日(土)までに父島において、期日前投票を行うこともできます。） 
   

※ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 

 
期 日 前 

投 票 場 所 

７月５日（金）～ 

７月１９日（金） 

７月２０日（土） 

(母島繰上投票日) 

父島 → 母島へ 

転居された方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) ○ ○ 
母島 母島支所 

（８：３０～１８：００） ○ × 

母島 → 父島へ 

転居された方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) ○ ○ 
母島 母島支所 

（８：３０～１８：００） ○ × 
    
 

 
●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１ 
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東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果 

  

６
月
23
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
の
、小
笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
５
８
９
人 

《
母
島
》
３
７
０
人 

 

《
合
計
》
１
９
５
９
人 

【
投
票
率
】 

《
父
島
》
４
２
・
３
５
％ 

《
母
島
》
５
７
・
５
７
％ 

 

《
合
計
》
４
５
・
２
３
％ 

【
得
票
数
】 

 
 

田
中 

え
い
じ 

 
 

１
５
９
票 

 
 

綾 
 

と
お
る 

 
 
 

９
２
票 

 
 

三
宅 

正
彦 

 
 
 

６
０
７
票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 

２
８
票 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

第
25
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
25
回
く
ら
し
の

法
律
・
税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談
に
、

弁
護
士
、司
法
書
士
、税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
（有
料
）は
、
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

【
父
島
】
７
月
11
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

 
 
 
 

７
月
12
日
（金
）午
前
９
時
～
５
時 

 
 
 
 

場
所 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】
７
月
11
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

 
 
 
 

７
月
12
日
（金
）午
前
９
時
～
５
時 

 

（
昼
休
み
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
） 

 
 
 
 

場
所 

母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

硫黄島訪島事業を実施しました 
 

第１７回硫黄島訪島事業が６月１４日から１７日にかけて実施されました。 

1. 今年は天候に大変恵まれ、１５日、１６日の２日間とも硫黄島に上陸することができ、ゆとりある墓参や里帰りを行うこと

ができました。 

１５日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において旧島民慰霊祭を行いました。昼食後、旧島民の皆さんは

出身集落へ里帰りを、その他の皆さんは島内見学や慰霊巡拝を行いました。１５日の夜、旧島民の皆さんは、平成１４年度に村が建

設した硫黄島一時滞在施設（平和祈念会館）に宿泊し、硫黄島での一夜を和やか過ごされていました。また、同じく硫黄島内に宿

泊した中学生は、３人の旧島民の方々から、当時の暮らしぶりをお聞きする「旧島民との交流会」を開きました。 

翌１６日は、旧島民や硫黄島協会の皆さんは天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行いながら、島内を周りました。また、

中学生や一般村民の皆さんは島内見学の後、硫黄島基地の見学をさせてもらいました。   

このように硫黄島訪島事業には、硫黄島旧島民以外に父・母の中学校２年生が学校行事として参加しており、また、戦没者の御

遺族等で構成される硫黄島協会や一般村民の皆さんも参加しています。旧島民の皆さんはもとより、その他の参加者の皆さんもそ

れぞれに有意義な訪島になったことと思います。 

かつての硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の帰島も許され

ない現状にあります。 

村としては今後も、旧島民の皆様心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨帰還事業に積極的に協力してまいります。 

 

【参考】 

（内訳） 

旧島民３９名、父・母中学生（教師含む）２５名、硫黄島協会７名、その他８６名  

総勢１５７名                  

 

  慰霊祭（村長の献花） 慰霊祭（中学生による誓いのことば） 

 
旧島民と中学生の交流会 

基地施設見学の様子 
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は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「遺
言
公
正
証
書
作
成
の
す
す
め
」 

遺
言
は
自
筆
で
も
作
成
で
き
ま
す
が
、
公
証
人
の
作

成
す
る
遺
言
公
正
証
書
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
公
証
人
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

【
父
島
】
場
所 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

７
月
12
日
（金
）午
後
５
時
15
分
～
６
時
15
分 

【
母
島
】
場
所 

母
島
支
所 

７
月
12
日
（金
）午
後
５
時
～
６
時 

 
 

 

●
問
い
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請 

 
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
が
忘
れ
ら
れ
た
状
態
の

ま
ま
で
、
万
一
、
体
に
障
害
が
残
る
よ
う
な
事
故
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「保
険
料
免
除
制
度
」や
「若
年
者

（
30
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
の
で
、

小
笠
原
村
役
場
村
民
課
窓
口
か
母
島
支
所
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。 

平
成
25
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は
平
成
25
年

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
平

成
26
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し

ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。 

ま
た
、
平
成
25
年
７
月
中
に
申
請
す
る
方
で
、
平

成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま
で
の
期
間

（前
１
年
間
分
）に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
７
月
に
前
１
年
間
分
の
免
除
な
ど
も
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

港
年
金
事
務
所 

０
３
ー
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

学
生
の
帰
省
の
た
め
の
居
住
証
明
書

の
発
行
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
出
身
の
本
土
在
住
学
生
が
、
一
時
帰
省

の
た
め
に
東
京
～
父
島
間
の
割
引
乗
船
券
を
購
入
す

る
際
に
必
要
な
証
明
書
の
発
行
を
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
。 

申
請
に
際
し
て
は
学
生
証
の
写
し
や
在
学
証
明
書

な
ど
、
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
の
用

意
と
、保
護
者
の
方
の
来
庁
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
発
行
手
数
料
は
一
枚
３
０
０
円
で
す
。
夏
休
み
で

帰
省
す
る
際
は
ご
利
用
下
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 
村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
燃
料
油
価
格
変
動

調
整
金
に
対
す
る
補
助
の
実
施 

  

平
成
20
年
４
月
か
ら
お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
運

賃
に
は
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
（以
下
「調
整
金
」

と
い
い
ま
す
。
）が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
月
で

４
か
月
連
続
プ
ラ
ス
６
ゾ
ー
ン
を
超
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
に
対
し
村
で
は
村
民
の
皆
様
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
補
助
金
の
支
給
を
開
始
い
た
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
事
業
名
】 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
補
助
金 

【
補
助
対
象
】
島
民
割
引
及
び
島
民
割
引
以
外
の
割

引
（「入
院
・
通
院
の
た
め
の
高
齢
者
運
賃
割
引
」、「
身

体
障
害
者
割
引
」な
ど
）に
よ
る
往
復
乗
船
券
購
入
者
。 

【
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
者
】
官
公
署
及
び
公
的
補

助
を
受
け
て
い
る
補
助
団
体
等
か
ら
旅
費
が
支
給
さ

れ
る
出
張
者
。
旅
費
に
対
し
直
接
公
的
補
助
又
は
助

成
を
受
け
て
い
る
者
。（遠
征
費
な
ど
の
補
助
を
受
け

て
い
る
方
） 

【
補
助
金
額
】
島
民
割
引
利
用
者
：
１
往
復
に
つ
き

大
人
２
千
円
、
こ
ど
も
１
千
円 

 

島
民
割
引
以
外
の
割
引
利
用
者
：
１
往
復
に
つ
き
、

１
千
円
た
だ
し
、
調
整
金
額
の
推
移
に
よ
り
見
直
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
補
助
期
間
】
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
９

月
ま
で
と
し
、
そ
の
期
間
内
に
往
復
す
る
場
合
と
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
７
月
７
日
父
島
発
の
乗
船
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。 

 

10
月
以
降
の
補
助
の
実
施
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

【
補
助
金
支
給
方
法
】
（１
）帰
島
す
る
時
に
、
竹
芝

桟
橋
の
乗
船
券
引
き
換
え
窓
口
で
人
名
票
を
受
け
取

る
際
に
、
小
笠
原
海
運
か
ら
乗
船
証
明
書
を
お
渡
し

し
ま
す
。(

氏
名
欄
は
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。) 

（２
）帰
島
後
、
乗
船
証
明
書
発
行
日
か
ら
１
ヶ
月

以
内
に
、
村
役
場
総
務
課
又
は
母
島
支
所
に
乗
船
証

明
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
確
認
次
第
、
そ
の
場
で
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果 

  

６
月
９
日
（日
）に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
生
産

品
評
会
が
行
わ
れ
、
出
品
さ
れ
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ 

ル
ー
ツ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 
出
品
者
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
後
、
形
、

色
づ
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
高
評
価
を

得
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
金
賞 

小
笠
原
村
長
賞
】
福
田
農
園
（母
島
） 

【
銀
賞 

小
笠
原
支
庁
長
賞
】
濱
崎
農
園
（母
島
） 

【
銅
賞 

農
協
組
合
長
賞
】
小
松
武
人
（母
島
） 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（産
業
観
光
課
内
） 
２
―
３
１
１
４ 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
実
施
日
程
】
７
月
９
日
（火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 
 

総
務
大
臣
委
嘱 

 

小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

（
住
所
）
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

（
電
話
）
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
‐
３
１
１
３ 

 
 

「保
存
水
」の
配
布
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
な
ど
の
災
害
時
の
備
え
と

し
て
「保
存
水
・
保
存
食
」を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

品
質
保
持
期
限
切
れ
の
「保
存
水
」の
有
効
活
用
と
し

て
、
村
民
の
皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

飲
料
水
と
し
て
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
車
両

の
洗
浄
や
庭
木
の
水
や
り
な
ど
、
ご
家
庭
で
の
生
活

用
水
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
本
庁
舎
入
口 

【
配
布
日
】
７
月
１
日
（月
）か
ら 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て 

 

村
民
だ
よ
り
６
月
号
の
「ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
資

格
試
験
開
催
の
お
知
ら
せ
」の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
、 

訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
公
益
財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会
の
連
絡
先
】 

（誤
）０
３
―
５
９
５
４
―
７
１
０
９ 

（正
）０
３
―
５
９
５
４
―
７
１
０
６ 

皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
て
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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村
役
場
人
事
異
動 

 

【
退
職
】《 

》
内
は
旧
所
属 

６
月
30
日
付 

 
 

平
間 
美
保
〔
看
護
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

保
坂 

麻
美
子
〔
介
護
員
〕 

《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
31

日(

水)

で
す
。 

７
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
２
期)

の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

出
張
期
間
：
５
月
24
日
～
６
月
２
日 

・
全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
出
席 

・
特
別
措
置
法
延
長
要
望 

 
 
 
 
 

な
ど 

 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

       

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

  

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
～
10
月
中
旬 

 
 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
実
施
日
時
】 

 

７
月
１
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

 

７
月
29
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
実
施
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 
 

労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇 

な
ど
） 

求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込 

な
ど
） 

労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付 

な
ど
） 

 
 

雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付 

な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

   

平
成
24
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部

事
務
組
合
情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表 

  

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
（平
成
18
年
条
例
第
９
号
）は
、
島
し
ょ
９
町
村
の

住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
の
情
報
公
開
実
施

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
24
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

【平
成
24
年
度
情
報
公
開
実
施
状
況
】 

公
開
請
求
件
数 

６
件 

 

公
開
決
定
件
数 

５
件
（一
部
公
開
決
定
を
含
む
） 

 

非
公
開
決
定
件
数 

１
件
（文
書
不
存
在
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課 

 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

  

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 
 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り

ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
23
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
更
新

講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（講
習
時
間
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
50
分
程
度
。
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

         

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

  

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
類
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て
い
な
い
地
域
へ
広
が

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
一
部
の
植

物
は
、
法
律
（植
物
防
疫
法
）に
よ
り
、
持
ち
出
し
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
根
付
き
植
物
を
内
地
へ
持
ち
出
す
際 

は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
検
査
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

        

【
根
付
き
植
物
の
確
認
検
査
実
施
場
所
】 

              

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課  

防
疫
主
査
（植
物
防
疫
官
）  

２
―
２
１
０
２ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.m

a
ff.g

o.jp
/p

p
s/ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
な
ど
の

生
茎
葉
お
よ
び
生
塊
根
な
ど

の
地
下
部 植 

 
 

物 

 

東
京
島
し
ょ
農
協

小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原
総
合 

事
務
所
２
階 

場 

所 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が
植
物 

の
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

手 

荷 

物 

携
帯
品
な
ど 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅
配
便
な
ど 

対 

象 

物 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（午
前
８
時 

  
 

 

～
午
後
５
時
） 

時 

間 

 



  NO．616   平成 25（2013）年 7 月 1 日（月）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-9- 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３ 

ふ
れ
あ
い 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー 

参
加
申
込
み
受
付
中 

 

 

今
年
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
は
、東
京
国
体
「デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
」と

し
て
実
施
し
ま
す
。（住
民
が
参
加
す
る
大
会
で
す
。） 

【
開
催
日
】
平
成
25
年
９
月
１
日
（日
） 

（荒
天
等
で
延
期
の
場
合
は
８
日
（日
）） 

現
在
、
参
加
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
月
19

日
（月
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

（男
・
女
、
各
20
チ
ー
ム
） 

※
当
日
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
に
は
、
交
通
宿
泊
費
の
助
成

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
小
笠
原
村
実
行
委

員
会
（教
育
委
員
会
事
務
局
内
） 

２
―
３
１
１
７ 

                

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談
を

島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ 

入
会
児
童
募
集 

 

【
対
象
児
童
】
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で 

の
、
保
護
者
が
就
労
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
適
切

な
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
（小
笠
原
村
民
） 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】
７
月
22
日
（月
）～
８
月

30
日
（金
）ま
で
の
平
日
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（原
則
昼
食
は
自
宅
） 

【保
育
場
所
】奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
定
員
】
各
学
年
10
名
（定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

優
先
度
に
よ
り
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。） 

【
利
用
料
】 

《
入
会
金
》
１
千
円
（平
成
25
年
度
社
協
会
費
を

兼
ね
る
） 

《
利
用
料
》
１
万
円 

《
保
険
料
》
８
０
０
円 

【
申
込
期
間
】
７
月
１
日
（月
）～
10
日
（水
） 

【
説
明
会
】
７
月
12
日
（金
）午
後
６
時
か
ら 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ 

指
導
補
助
員
募
集 

 

【
募
集
人
数
】
５
～
６
名 

【
契
約
期
間
】
７
月
22
日
（月
）～
８
月
30
日
（金
） 

【
資
格
】
保
育
経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方 

【
応
募
期
間
】
７
月
12
日
（金
）ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
込
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明

書
（写
）を
郵
送
お
よ
び
持
参
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接 

【
勤
務
条
件
】 

《
指
導
員
》
時
給
：
１
２
３
０
円 

《
補
助
員
》
時
給
：
１
０
２
０
円 

勤
務
時
間
：
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

（昼
休
み
１
時
間
30
分
） 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６  

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
開
催 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目

的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
常
時
２
～
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
を
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
期
間
】 

 
《
父
島
》
８
月
１
日
（木
）～
８
月
31
日
（土
） 

 

《
母
島
》
７
月
20
日
（土
）～
８
月
31
日
（土
） 

【時
間
】午
前
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】 

《
父
島
》
興
洋
岸
壁
と
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。 

母
島
で
は
、
壮
年
会
・
小
中
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
支

所
・
出
張
所
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
、
ご
協
力
を
戴
い

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
も
現
在
健
康
体
操
と
し
て

全
国
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

父
島 

       

２
―
２
４
８
６ 

 
 

 

 
  

 
 
 
 

 

母
島 

  
 
 
  

 

３
―
２
１
８
８ 

 

食
事
サ
ー
ビ
ス
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
急
募 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
高
齢
者
や
障
害

を
お
持
ち
の
方
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
か
ら
の
受
託
事
業
で
、
高
齢
者
地
域
支
え
合
い

事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
の
夕
食
に
お
弁

当
を
届
け
て
い
ま
す
。 

 

７
月
～
８
月
の
間
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
急
い
で
探
し
て
い
ま
す
。（４
～
６

名
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
日
時
は
調
理
は
土
曜
日

の
午
後
１
時
～
４
時
ま
で
に
作
り
上
げ
る
。 

内
容
等
詳
細
は
小
笠
原
村
社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

地
理
歴
史
・
公
民
科
の
外
部
講
師
を
活
用
し
た
授

業
を
村
民
の
皆
様
に
公
開
し
ま
す
。 

◎
講
演
会
「地
球
温
暖
化
と
海
洋
生
物
」 

【
日
時
】
７
月
18
日
（木
） 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分
頃
ま
で 

【
講
師
】
吉
川 

貴
志 

 
 

（東
京
大
学
特
任
准
教
授
／
海
洋
生
物
学
専
攻
） 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校
武
道
棟
３
階
音
楽
室 

【
そ
の
他
】・
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
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会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い 

・
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
十
分
に
な
い

こ
と
か
ら
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
車
・

二
輪
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
17
日
（水
）入
港
の
お
が
さ
わ
ら
丸
が
欠
航
と
な
っ 

た
場
合
、
講
師
も
来
島
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
授 

業
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く 

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て 

 

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
作
業
区
域
内

に
は
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
除
き
、
立
ち
入
ら
な

い
で
下
さ
い
。
な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の

日
程
に
お
い
て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に

い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
７
月
７
日
（日
）～
11
日
（木
） 

 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
後
か
ら
入
港
前
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら 

 
 
 

入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
及
び
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
域 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

 

①
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト
（ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
か
ら

西
海
岸
ま
で
） 
 
 
 
 
 

７
月
８
日(

月) 

 

②
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
11
日(

木) 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

③
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
月
10
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          

●
問
合
せ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
、
７
月
11
日

か
ら
毎
日
開
館
（
23
日
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
※
夜
間
開
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
し
く
は

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】新
館
「小
笠
原
時
間
旅
行
～
時
を
さ
か
の

ぼ
る
写
真
展
」開
催
中 

返
還
か
ら
昭
和
50
年
代
の
小
笠
原
を
中
心
と
し

た
、
な
つ
か
し
い
あ
の
風
景･･･

あ
の
建
物･･･

。 

【
夏
の
特
別
展
】
本
館
「南
島
」～
カ
タ
チ
を
変
え
続

け
る
楽
園
の
生
き
も
の
達
～
７
月
24
日
か
ら
開
催
予
定 

南
島
の
自
然
環
境
は
激
し
く
変
化
し
て
い
る
。
カ
タ

チ
を
変
え
続
け
る
島
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
生
き
も
の
が

集
ま
り
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
の
生
き
様
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

主
催
：東
京
都
、NP

O

法
人
自
然
文
化
研
究
所 

共
催
：(

公
財)

東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（ボ
ニ
ン 

イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
） 

【
講
演
会
】 

●
海
に
す
む
、
動
く
の
を
や
め
た
動
物
た
ち 

 

海
の
中
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
よ
う
に
背
骨
を
も
た
な

い
動
物
た
ち
が
た
く
さ
ん
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
「動
く
の
を
や
め
た
動
物
た
ち
」の
形
や
生
活
の

様
子
を
の
ぞ
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
時
：
７
月
13
日(

土)

午
後
７
時
30
分
～ 

講
師
：
並
河
洋
（
国
立
科
学
博
物
館
） 

●
は
れ
、
と
き
ど
き
、
ネ
ズ
ミ 

 

小
笠
原
諸
島
で
は
ネ
ズ
ミ
の
生
態
系
へ
の
影
響
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
ネ
ズ
ミ
が
小
笠
原
の
鳥
類
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時
：
７
月
16
日
（火
）午
後
７
時
30
分
～
９
時 

講
師
：
川
上
和
人
（森
林
総
合
研
究
所
） 

主
催
：
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（ボ
ニ
ン 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
） 

（公
財
）東
京
都
公
園
協
会 

場
所
： 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

新
館
ホ
ー
ル 

 

問
合
せ
： 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２-

３
０
０
１ 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

東
町
公
共
駐
車
場
（
Ｂ
ー
し
っ
ぷ
裏
）
に
臨
時
移

動
基
地
局
を
設
置
し
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
左
記
の
地
域
で
の
携
帯
電
波
が
改
善
さ
れ
、

飲
食
店
や
建
物
内
の
不
感
場
所
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
入
出
港
時
に
繋
が
り
に
く
く

な
る
状
況
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

◎
改
善
さ
れ
た
地
域 

・
東
町
、
西
町
の
一
部 

・
清
瀬
、
奥
村
の
一
部 

 

現
在
、
建
設
中
の
臨
時
移
動
基
地
局
に
変
わ
る
ド

コ
モ
基
地
局
の
運
用
開
始
ま
で
は
、
東
町
公
共
駐
車

場
の
一
部
閉
鎖
に
つ
い
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
お
客
サ
ポ
ー
ト 

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話 

局
番
な
し
１
１
３（
無
料
） 

一
般
電
話
な
ど 

０
１
２
０
―
８
０
０
―
０
０
０ 

              

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金
ご
協
賛
の
お

願
い 

 

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る「
大
花
火
大
会
」が
、

今
年
は
８
月
10
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（一
口
一
万
円
）と
村
か
ら
の
補
助
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

今
年
も
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
大

輪
の
華
で
彩
れ
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、盆
踊
り
大
会
の
日
程
は
８
月
９
日(

金)

・
10

日(

土)･

11
日(

日)

の
３
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集
に
つ
い
て 

「サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」の
各
イ
ベ
ン

ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
７
月
24
日
（水
）～
７
月
31
日
（水
） 

【
申
込
方
法
】 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番

号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
出
店
品
目
お
よ

び
場
所
の
関
係
上
、
出
店
を
お
断
り
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

夜
店
世
話
人
：
福
本
信
孝 

 

電
話 

 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保

健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
６
日(

火) 

午
後
６
時
～ 

 

《
場
所
》
保
健
所
２
階
会
議
室 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
３
日
（土
） 

《
盆
踊
り
》
８
月
９
日
（金
）～
11
日
（日
） 

 

 

 
 

 

▲ ▲ 

▲  ③

▲ 

ｶ゙ｼ゙ｭﾏﾙ広場 

①

②

ワシントンビーチ 

初 寝 浦  

石浦  

二見湾  

小港岬  

中山峠  

千尋岩  

西海岸  

巽湾  

赤旗山  

つつじ山 

時雨山 常世の滝 

高山 
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《
フ
ラ
オ
ハ
ナ
》
８
月
25
日
（日
） 

《
野
外
映
画
会
》
８
月
31
日
（土
） 

《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ボ
ニ
ン
タ
イ
ム
》
９
月
１
日
（日
） 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

小
笠
原
の
夏
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
退
屈

知
ら
ず
！
一
緒
に
盆
踊
り
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」開
催 

 

第
28
回
「お
り
ひ
め
・
ひ
こ
ぼ
し
」 

七
夕
の
お
願
い
は
考
え
た
か
な
？
と
こ
ろ
で
、
ど

の
星
に
お
願
い
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
織
姫
と
彦
星

を
見
つ
け
よ
う
！ 

【
日
時
】
７
月
10
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
７
月
９
日
（火
） 

 

●
お
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

 

    

                

                           

    

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
18
日
（木
） 

【
受
付
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
３
日
（水
） 

【
受
付
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
） 

【
日
時
】
７
月
３
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 
２
―
３
９
３
９ 

   

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
三
回
「キ
ツ
ネ
は
吸
血
鬼
よ
り
愛
ら
し
い
」 

  

小
型
コ
ウ
モ
リ
は
英
語
で
バ
ッ
ト
で
す
が
、
オ
オ

コ
ウ
モ
リ
は
フ
ラ
イ
ン
グ
フ
ォ
ッ
ク
ス
（空
飛
ぶ
キ

ツ
ネ
）と
い
う
英
語
名
を
持
ち
ま
す
。確
か
に
そ
の
顔

は
ど
こ
か
愛
ら
し
く
、キ
ツ
ネ
っ
ぽ
く
も
見
え
ま
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
大
き
な
目
で
し
ょ
う
。 

 

小
型
コ
ウ
モ
リ
は
、
主
に
飛
ぶ
昆
虫
を
食
物
と
し

ま
す
。
彼
ら
は
あ
ま
り
視
力
に
頼
ら
ず
、
超
音
波
を

発
し
て
、
そ
の
反
射
を
聞
き
取
っ
て
虫
を
見
つ
け
ま

す
。
こ
れ
を
エ
コ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

こ
の
た
め
目
が
小
さ
く
、
音
波
を
出
す
鼻
が
特
殊
な

形
だ
っ
た
り
、
耳
が
格
別
に
大
き
か
っ
た
り
と
、
独

特
の
顔
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

              

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
果
実
な
ど
の
植
物
を
視
力
と
嗅

覚
で
探
し
ま
す
。
こ
の
た
め
目
が
大
き
く
、
愛
ら
し

く
見
え
ま
す
。
人
間
も
基
本
的
に
視
覚
で
も
の
を
探

し
ま
す
。
似
た
探
索
を
す
る
た
め
、
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

の
顔
の
造
作
は
小
型
コ
ウ
モ
リ
よ
り
も
人
間
に
近
く
、

親
し
み
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

吸
血
鬼
は
し
ば
し
ば
コ
ウ
モ
リ
に
変
身
し
ま
す
。

７月の燃料油価格変動調整金 
 

 ７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，１５３ （+1089） 

２  等  品 ８，５８１ （+1021） 

３  等  品 ８，００９ （+953） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１７ （+109） 

０．０７５トン以下 ６９１ （+82） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，６３０ （+850） ２，３２０ （+430） 

１ 等 ９，２６０ （+1,700） ４，６３０ （+850） 

村民割引 
（往復）２等 ５，５６０ （+1020） ２，７９０ （+520） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２８，１２０ （+3,020） １４，０６０ （+1,510） 

特 ２ 等 ４０，７５０ （+4,370） ２０，３８０ （+2,190） 

１ 等 ５６，２２０ （+6,030） ２８，１２０ （+3,020） 

特 １ 等 ６４，１１０ （+6,870） ３２，０７０ （+3,440） 

特 等 ７０，３３０ （+7,540） ３５，１７０ （+3,770） 

２等（学割） ２２，５００ （+2,420）  
２等 

（身体障害者割引） １４，０６０ （+1,510）  ７，０４０ （+760） 
村民割引 
（往復）２等 ３７，９３０ （+4,070） １８，９８０ （+2,040） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，４２０ （＋1,216） 

２  等  品 １５，２８６ （＋1,132） 

３  等  品 １４，０６２ （＋1,042） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６４５ （＋122） 

０．０７５トン以下  １，２２５ （＋91） 
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こ
れ
は
、
不
気
味
さ
の
象
徴
と
も
言
え
ま
す
。 

し
か
し
、
も
し
も
そ
れ
が
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
な
ら
、

気
味
悪
さ
が
半
減
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
吸
血
鬼
伝

説
の
生
ま
れ
た
欧
州
に
、
も
し
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
い

た
ら
、伝
説
は
ま
た
違
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
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研
究
員 

青
山
夕
貴
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●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７ 

 

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
ネ
コ
の
飼
い
主
の
皆
様
へ
】 

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
昨
年
に
続

い
て
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
集
落
地
周
辺
で
採

餌
行
動
に
は
い
り
だ
し
ま
し
た
。 

そ
の
こ
と
か
ら
今
年
も
６
月
２
日
に
は
清
瀬
都
住

付
近
で
、
22
日
に
は
奥
村
国
有
林
宿
舎
裏
で
ネ
コ
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
捕
食
事
故
が
発
生
し
、
一
個
体
の

滅
失
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
事
務
局
は
、
早
急
に
清
瀬
都
住
付
近

に
は
注
意
喚
起
の
ビ
ラ
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
20

日
に
は
同
様
の
お
知
ら
せ
を
全
戸
配
布
の
し
ま
し
た
。 

今
後
集
落
内
で
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
目
撃

情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
周
辺
で
捕
獲
か
ご
を
設

置
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

捕
獲
か
ご
設
置
の
際
に
飼
猫
が
誤
っ
て
捕
獲
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
さ
れ
た
際
は
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
の
確
認
と
掲
示
板
へ
の
周
知
を
行
い
飼
い

主
が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
早
急
に
お
返
し
い
た
し
ま

す
。 ネ

コ
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
は
次
の
こ
と
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
動
物
巡
回
診
療
な
ど
で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。 

〇
飼
猫
だ
と
わ
か
る
よ
う
な
目
印
（
首
輪
な
ど
）
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。 

〇
ネ
コ
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
は
、
村
の
掲
示
板
に
貼

り
だ
し
ま
す
。
こ
ま
め
に
掲
示
板
を
み
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

〇
捕
獲
か
ご
の
中
で
ネ
コ
が
暴
れ
る
と
、
怪
我
を
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

〇
飼
猫
で
あ
っ
て
も
、
外
に
出
た
場
合
は
小
笠
原
の

希
少
鳥
類
を
捕
獲
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
、
な
る
べ

く
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
ネ
コ
は
室
内
で
飼
う
方
が
病
気
を
も
ら
っ
た
り
、

事
故
に
あ
う
危
険
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
飼
猫
の
健

康
の
た
め
に
も
な
る
べ
く
室
内
で
飼
う
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 
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政
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室
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

  

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 
【
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
】 

 
よ
う
や
く
梅
雨
も
明
け
て
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

個
体
識
別
番
号
＃
89
は
、
イ
ル
カ
調
査
隊
が
結
成

さ
れ
た
２
０
０
３
年
よ
り
前
か
ら
父
島
周
辺
で
、
毎

年
確
認
さ
れ
続
け
て
い
る
イ
ル
カ
で
す
。
識
別
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
尾
ビ
レ
右
側
の
欠
け
に
な
り
ま

す
。 

              

２
０
１
２
年
の
６
月
に
は
、
新
生
児
を
連
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
先
月
、
＃
89

が
同
じ
子
ど
も
を
連
れ
て
、
泳
い
で
い
る
と
こ
ろ
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
乳
離
れ
す
る
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
無
事
に
大
き

く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
に
出
会

う
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
親
子

に
配
慮
し
た
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

              

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会  

２
ー
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
146 

 

―
海
岸
に
立
つ
３
本
棒
― 

 
台
風
３
号
の
発
生
で
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
巣
に
影
響
が

出
な
い
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
大
き
な
被
害
も
無

く
、
父
島
列
島
で
は
順
調
に
５
４
７
巣
の
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
産
卵
巣
を
確
認
し
て
い
ま
す
（
６
月
20
日
現

在
）。今
月
は
聟
島
列
島
や
母
島
列
島
の
産
卵
巣
調
査

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
産
卵
状
況
に
つ
い
て
は

８
月
号
で
ご
報
告
出
来
る
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
時
期
、
海
岸
で
３
本
の
棒
が
立
っ
て
い
る
の

に
気
が
つ
い
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ

産
卵
巣
調
査
で
は
、
確
認
さ
れ
た
産
卵
巣
に
３
本
の

棒
を
立
て
ま
す
。
こ
の
３
本
棒
の
下
に
は
ウ
ミ
ガ
メ

産
卵
巣
が
あ
る
と
い
う
目
じ
る
し
と
な
り
ま
す
の 

で
、
掘
り
返
し
た
り
周
囲
を
踏
み
荒
ら
さ
な
い
よ
う

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
と
気
候
― 

昔
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
が
海
か
ら
遠
く
奥 

ま
っ
た
場
所
に
集
中
す
る
年
は
、
台
風
の
当
た
り
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
と
比
べ
る
と
海

寄
り
の
産
卵
巣
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
台
風
の
少

な
い
年
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
の
誤
食
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
に
限
ら
ず
人
間
が
捨
て
た
ご
み
な
ど
の

人
工
物
を
餌
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
を
誤

食
と
言
い
ま
す
。
先
日
も
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
中

に
ご
み
袋
を
総
排
泄
腔
か
ら
引
き
ず
っ
て
産
卵
上
陸

し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
ま
し
た
。
出
て
い
る
部
分

だ
け
で
80

cm
も
あ
り
、
取
り
出
し
て
み
る
と
何
と

２
０
０
㎝
も
の
長
さ
で
し
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
漂
着
死
亡

個
体
調
査
や
解
体
調
査
な
ど
で
も
ほ
と
ん
ど
の
ウ
ミ

ガ
メ
の
腸
管
内
容
物
か
ら
人
工
物
が
出
て
来
ま
す
。 

 
 
 

 

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
え
り
、
分
別
し
た
あ
と
、
ご

利
用
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ 

う
。 
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【こんな食べ方は・・・】 

カロリーを気にして「おにぎりだけ」「パンだけ」「そうめんだけ」で食事を済まされる方もいらっしゃるので

はないでしょうか。一見カロリーは低いのですが、糖質だけのこの食べ方とても太りやすい食べ方です。また、

中性脂肪や悪玉コレステロール値の増加にもつながります。大変ですが『主食＋おかず』、やはりこの食べ方が

ベスト!! 特に食事の前半に野菜類（カボチャや芋以外）を食べるとなおベスト!!です。 

 

 
 

                                  

 

                            

 

  

  

                                 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむらかずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

イルカの伝言板 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

保健師：今月は、診療所・太陽の郷の管理栄養士、大津さんにご協力をいただきました。 

クジラ：糖質ダイエット、気になっていました。 

大 津：もともと主食（米・麺・パン）が好きな日本人ですが、それだけで済ませず、お

かずや野菜たっぷりの副菜、卵、乳製品、豆・豆製品を上手に取り入れた献立に

してよく噛んで食べましょう。 

クジラ：この方法だけで！というものはないんですね。自己流で糖質制限することは危険

なこともわかりました。バランス良く食事が出るように頑張ります。 

：大津さん、ありがとうございました。 

最近ニュースなどで頻繁に取り上げられている話題ですので、ご存知の方もいらっしゃるかも

しれません。ダイエットや糖尿病予防に効果あり!?というのでチャレンジされている方、されて

いた方もいたのではないでしょうか。実施方法によっては危険性があるので注意が必要です。 

食べものには様々な栄養素が含まれています。炭水化物（以下糖質）・たんぱく質・脂質は 3 大栄養

素と呼ばれ私たちの体で重要な働きをします。このうち、糖質を制限して血糖コントロールを行うこと

によりダイエットや糖尿病予防をしようというのが『低糖質ダイエット（低糖質食事療法）』です。 

【なぜ糖質？】 

糖質は過剰に取りすぎたり、寝る前に食べたりすると脂肪に変わりやすい栄養素です。しかしながら私

たちの体は、糖質の摂取量が減ると、体に蓄えられている脂肪を分解して足りないエネルギーを補おう

とします。そのため、低糖質な食事を続けると脂肪が落ちる＝やせるということで話題になりました。 

【脂肪ではなく筋肉も分解してしまう】 

糖質が足りない状態が続くと、脂肪だけでなく 

筋肉も分解してしまいます。筋肉が減ると基礎代謝

が減ってしまい、省エネ体質になってしまいます。 

【心筋梗塞や脳卒中になる可能性が高まる】 

低糖質ダイエットは、心筋梗塞や脳卒中になる危険性

が高まると各国の研究グループが報告をだしていま

す。日本でも3月に日本糖尿病学会が「体重の適正化

のために糖質のみを極端に制限して減量を図ること

は現時点では薦められない（※）」と提言しています。 

※日本人の糖尿病の食事療法に関する日本糖尿病学会の提言より一部抜粋 

【糖質は脳の栄養補給源】 

糖質は、脳の唯一の栄養素であるブドウ糖の大切な

補給源です。脳のブドウ糖が足りなくなると、エネ

ルギーが足りずに無気力になったり、疲労感がでた

りします。場合によっては、イライラによるドカ食

いを招いてしまうかも・・・。 

【治療です!!】 

一部の病院では低糖質食が導入され、有効な結果がで

ています。あくまでも医師・管理栄養士の指導のもと

で行っています。長期間の自己流はとても危険です。 



母島巡回労働相談 ビジターセンター講演会

保存水の配布

とびうおクラブ入会児募集～１０

　　　　入・出港日

母島乳幼児計測会 粗大ごみの日（母島）

ヘルスアップ教室（父島） 乳幼児健診・歯科健診（父島）

地理歴史・公民科の外部講師を活用した授業公開

入港日

定期予防接種

　　　　入・出港日

夏休みラジオ体操の開催～8/31(母島)

高校図書館開放

出港日

高校図書館開放

西海岸指定ルート通行止め 森林生体保護地域への入林受付および簡易講習

行政相談 　　　　入・出港日

サマーフェスティバル2013夜店出店者申込開始（～31)

村民相談 定期予防接種

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

ギャラクティック・キッズ開催

入港日 電話による無料法律相談

くらしの法律・税金相談、遺言相談

赤旗山指定ルート通行止め

くらしの法律・税金相談、遺言相談 　　　　入・出港日

くらしの法律教室

とびうおクラブ指導補助員募集締切

ビジターセンター講演会 高校図書館開放

出港日 母島巡回労働相談

不発弾処理

高校図書館開放

不発弾処理

　　　　入・出港日

固定資産税の納期限

15

17 水

木11

月

火

水

火

24

月

14

1 月

3

4

2

6

木

金

行　事　予　定日付 曜日

16 火

5

日付 曜日 行　事　予　定

水

土

22

10

12

13

日7

8

9

金

土

日

月

18 木

19 金

20 土

21 日

火

27 土

金

水

25 木

26

23

29 月

28 日

31 水

30 火
海の日 


